の 競 食で 優勝 はした が 即死した 男が あった。 今度の レ 

コ— ドは 食った 量の ほかに 所要時間 を 測定して あるの 

が 進歩で ある。 時間が 無制限な らば 百 や 一 一 百の 生 玉子 

をのむ の は 容易で ある。 

ウイ ー ン の ある 男 は 厳重なる 検閲の もとに ウィンド 

ボイ テル (軽焼きまん じゅうの 類) を 六十 九 個 平らげ 

た。 彼の 敵手 は 決勝 まぎわに 腹痛 を 起こして 惜敗した 

と 伝えられ ている。 

こういう 種類の 競技に は 登場 者の 体重 や 身長 を 考慮 

した 上で 勝敗 をき める ほうが 合理的で あるよう にも 思 

われる が、 そうしな いところ を 見る と 結局 強い もの 勝 



ちの 世の中で ある。 

食い しんぼうの レコ— ド 保有者で も 少し 風変わりな 

の は、 パリの ムシ ゥ. シェ ー ル である。 この 人 は 一年 

間に 宴会に 出席す る こと 四百 回、 しかも 毎回 欠かさず 

に 卓上 演説 をしての けたそう である。 わが国で も 実業 

家 政治家の 中には 人と 会食す るの が 毎日のお もなる 仕 

事 だとい う 人が あると 聞いて はいるが、 三百 六十 五日 

間に 四百 回の 宴会 はどう かと 思われる。 それにしても、 

この 四百 回の 会食 を 遂げた という 事実の 真実性 を 証明 

する ための 審査 ははな はだ めんどうであった ろうと 想 

像され る。 



シガ— 一 本 を できるだけ ゆっくり 時間 を かけて 吸う 

という 競技で 優勝の 栄冠 を 獲た の は ドイツ人 何某で 

あった。 すなわち、 五 時間と 十七 分と いう レコ ー ドを 

得た ので ある。 遺憾ながら その シガ ー の 大きさ や 重量 

や 当日の 気温 湿度 気圧 等の 記載がない。 この 競技 は 速 

度 最小と いう 消極的な レコ— ドを ねらう ところに 一 種 

特別の 興味が ある。 できるだけ のろく 燃える という 事 

と、 燃えない、 すなわち 消火 するとい う 事と は 本質的 

にち がう ので ある。 これに 対してた とえば 百メ 1„ r ル 

の 距離 を できるだけ のろく 「走る」 競技が 成立す るか 

どうかと い う 問題が 起 - J し 得ら れる。 高速度 活動写真 



でと つた、 いわゆる スロ ー モ— シ ヨンの 競走 映画で 見 

ると 同じような 型式の 五体の 運動 を、 任意の 緩 速度で 

実行で きる かとい うと、 これ は 地球の 重力 g の 価 を 減 

ら さなければ むつ かしそう に 思われる。 できるだけの 

ろく 「歩く」 競技 も 審査 困難と 思われる。 しかし この 

シガ— の 競技 は 可能で あるの みならず、 どこかに 実に 

のんびりした 超 時代 的の 妙味が あるよう である。 ただ 

この 競技の 審査官 はいかに も 御苦労 千万の 次第で ある。 

だれかし かるべき 文学者が この 競技の 光景 を 描いた も 

のが あれば 読んで みたい ものである。 

シガ ー の 灰の 最大な 団塊 を 作った という レコ ー ドも 



を 練る の は 未開 時代への 逆行で ある。 

タイピストの 一 九 二 九 年の レコ— ドは 一 分に 九十 六 

語で これ は フランスの 某 タイプ 嬢の 所有と なって いる。 

これな ども 神経の はたらきの 可能性に 関する もので あ 

る。 

ロスアンゼルスの ァゼ リン 嬢 は 三十 六 秒 間に 八 平方 

そ 1 つじ 

メ— トルの 面積 をき れいに 掃除した という レコ ー ドを 

取った。 こういうの は 「掃除した」 か 「しない」 かの 

審査が むずかしそう である。 掃除 は 早い が 畳が いたん 

だり 障子 唐紙へ 穴 を あける ので は 少なくも 日本の 女中 

の 登用 試験で は 落第であろう。 



八十 歳の 老人で できるだけ 長時間 ダンス を 続ける、 

という 競技の 優勝者 ブ— キン ス君は 六 時間と 十一 分と 

いう レコ— ドを 取った。 もっと 若い 仲間での レコ ー ド 

七十 九 時間と 三十 分と いうの は ウイ— ンのゥ イリ— - 

ガガヴ チュ— ク 君の 手に 帰した。 三 昼夜と 七 時間 半 も 

踊りつ づける 間に、 睡眠 はもち ろん 不可能で あるが、 

食事 や 用便 はどうい う ふうに した もの か 聞きたい もの 

である。 

これに 似た ので は 八十 一 一時間 ピアノ を ひき 通した と 

とぎ ゆうぎょう 

いうの が ある。 この 男の 商売が 屠 牛 業で あるの がお 

もしろ い。 しかし これに はずつ と 以前に 百 十 時間と い 



メ— トル 競走の 勝利者 は 千メ— トルで びりに ならない 

とも 限らない。 気球に 乗って 一 万メ— トルの 高さに の 

ぼって 目 を まわして おりて 来たと いう だけの 人と、 九 

千メ —， ^ル までの ぼ つ てそうして 精細な 観測 を 遂げて 

来た 人と では 科学的の 功績から 採点 すれば どちらが 優 

勝者で あるか、 これ は 問題に もなら ない。 

レコ— ドは 上述の ごとく、 いわば 一つの 線 状 尺度の 

比較で きめる だけの ものである。 それで、 もしも、 物 

や 人の 価値 をき める 属性の 数が ただ 一 つなら ば、 この 

ような 線の 尺度が 一 つ あれば 間に合う。 しかし、 空間 

の 中に 静止す る 一 点の 位置 を 決定す る だけで も 三 つ の 



それぞれに 固有な なんらかの 文化的な 意味 を もつ もの 

だと 思われる ので ある。 

みはら やま 

三 原 山の 投身 自殺で も 火口の 深さが 千 何百 尺と 数字 

が 決まれば、 やはり 火口 投身 者の 中での 墜落 高度の レ 

コー ドを 作る ことになる かもしれ ない。 しかし 単に 墜 

とラ じよ-つ しゃ 

落 高度と いう だけの レコ— ド ならば 飛行機 搭乗者 の 

ほうに もっと 大きい 数字が ありそう である。 

レコ ー ド でも あまり ありがたくな いのが ある。 国辱 

的レコ ー ド という もの も いろいろ あるので ある。 二十 

余 年 前に ワシントン 府の 青葉 の 町 を 遊覧 自動車 で乗リ 

回した ことがあった。 と ある 赤 煉瓦の 恐ろしく 殺風景 



な 建物の 前に 来たと き、 案内 者が 「世界 第一 の 煉瓦 

けんちく 

建築であります」 と 説明した。 いかなる 点が 第一 だか 

わからなかった が、 とにかく アメリカ は 「俳諧の ない 

国」 だと 思った のであった。 この アメリカ 魂 は、 摩 天 

楼の レコ— ドを 作る と 同時に ギャング 犯罪の レコ ー ド 

を も 造り だすであろう。 

何 一 つ レコ— ドを 持たない ような 円満 具足の 理想 国 

は どこかに ない もの かと 考える こと も ある。 

(昭和 八 年 六月、 東京 朝日 新聞) 
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